


日常生活で出るごみを回収している
ごみ収集車、雪国の生活を支える除
雪車などのさまざまな作業専用車
が、私たちのくらしを支えているのね。
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環境、そして安全。
人と物の移動を通じて社会を支える、それが私たちの姿勢です。

私たち日野自動車は、人と物をつなぐ物流を支えるトラック、

そして多くの人の移動を可能にするバスを、世界140ヶ国で販売してきました。

だからこそ、製造時の環境負荷をできるだけ減らすことはもちろんですが、

製品の環境性能をより良くし、より安全な車を提供することが私たち日野自動車の姿勢です。

現在、日本国内で働いている
トラック・バスの総数※

日本国内において、現在働いているトラック・バス

は、およそ394万台です。
※2t未満のトラックは含まず

トラックやバスは何台走っているの？

約394万台

通勤・通学、買い物やレジャーな
ど、市民の足として、私たちの生活
を支えているんだよ。

消防車や採血車などの人命救助・
緊急対策用車両が、市民の安全を
守っているのよね。

日野自動車の事業紹介
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築地に運び込まれる魚は1日に2,264トン
東京都民およそ1,200万人の食卓をまかなう築地市場には、1日

平均2,264トン※1もの水産物、1,499トン※1の青果物が運び込まれ

ます。そのほとんどは、トラックなどの車両で輸送されていること

を、皆さんはご存知でしょうか？築地市場を往来する車両数は、

1日平均31,646台※2に及ぶそうです。市民の生活を陰で支える、

そんな「働く自動車」を私たちはつくっています。

※1 平成10年平均　 ※2 平成10年3月25日調べ

トラックが市場に運ぶ魚の量は？

1日2,264トン

スーパーやコンビニで買い物をし
たり、レストランで食事ができるの
も、トラックが全国各地へ荷物を
運んでいるおかげなんだ。
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大型トラック「日野プロフィア」
13年ぶりにフルモデルチェンジした「日野プロフ

ィア」シリーズは、先進の環境性能と安全性能を

採用し、今世紀の物流をリードする大型トラックと

して、そのすべてを新規開発し、性能と商品力を

大幅に向上させました。

ノンステップ大型路線バス
「日野ブルーリボンシティハイブリッド」
長年にわたり培ってきたハイブリッドテクノロジー

をさらに進化させ、仕様及び環境性能を大幅に向

上させました。ハイブリッドユニットを小型・軽量

化し、設置場所を屋根上に変更することで、フロ

アをノンステップ化することが可能となりました。

CAPS
（Collaboration with Active and Passive Safety）

事故を未然に防止するための予防安全技術。事故

のダメージを軽減する衝突安全技術。日野自動車

の安全に対する考え方は、予防安全と衝突安全の

トータルセーフティによる安全性の追求です。

10

4

小型トラック「日野デュトロ ハイブリッド」
新開発のクリーンディーゼルエンジンと、日野が熟

成を重ねたハイブリッドシステムとの組み合わせに

より、画期的な排出ガスのクリーン化と燃費向上

を同時に実現しました。

中型トラック「日野レンジャー」
よりクリーンなトラックを目指し、最新鋭の環境性

能を備えた日野レンジャー。独創の新システム

「DPR」は、排出ガスから煤を大幅に低減。そし

て、J系エンジンシリーズは新長期規制をいち早

く低減するなど、21世紀にふさわしい環境性能が

一段とレベルアップしました。

環境・安全に配慮した製品を開発しています

●被害軽減・乗り心地向上

●スキャニングクルーズ・車線逸脱警報装置

●ロールスタビリティアシスト（トラクター）

●タイヤ空気圧モニター

●左後側方補助カメラ

●イージスキャブの進化（衝突安全性向上）

●フロントアンダーランプロテクター

新長期（平成17年）排出ガス規制対応については、他社に
先駆けて中型トラック「日野レンジャー」の発売を開始し、
順次大型トラック及び小型トラックも発売していきます。

2005年度
日野CLEAN DIESELの幕開けです。
世界一厳しい※新長期排出ガス規制に適合した、最新鋭の環境性能を備え

た日野レンジャー。独創のシステム「DPR」がさらに進化。排出ガス中の煤は

ほぼゼロ、NOxも40％以上削減。21世紀にふさわしい環境性能が一段とレ

ベルアップしました。
※2005年5月現在
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項　目

燃費の向上

排出ガスの低減

クリーンエネルギー車の開発

リサイクル性の向上

環境負荷物質含有量の管理と低減

車両騒音の低減

フロン低減

取り組み方針

●要素技術と車両制御技術開発による各国、

各地域でのクラストップレベルを確保

●ディーゼルエンジンの画期的なクリーン化

●クリーンエネルギー車の積極的な開発と拡販

●2015 年リサイクル実効率95 ％に寄与する

リサイクル設計の推進

●化学物質の管理とトップレベルを目指した

取り組みの推進

●環境負荷物質の低減

●自動車騒音のいっそうの低減による商品力の向上

●車両における冷媒量の削減

ボランタリープランの目標レベル

●要素技術と車両制御技術開発によるクラストップレベル

確保［2005年度末］

●クリーンディーゼル車の早期導入［2003年度末］

●普及拡大に向けたハイブリッドシステムのいっそうのレベ

ルアップと搭載車種の拡充［2005年度末］

●CNG 等各種クリーンエネルギー車への継続取り組み

［2005年度末］

●リサイクル設計の車両への織り込み［2005年度末］

●管理対象物質の拡充とフォロー体制の強化［2005年度末］

●鉛使用量1996年度比1/4以下に低減［2005年度］

●次期騒音規制対応車の導入

●冷媒使用量の低減1995年度比10％減［2000年度より］
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2004年度の目標と活動結果
取り組みを推進するにあたり、マネジメント、開発、生産・物流の各分野における具体的目標である

ボランタリープランを策定し、年次ごとの目標達成度の評価を次年度の計画に反映し、

活動を推進しています。

マネジメント分野

項　目

総合的な環境マネジメントの推進

国内外関連会社（仕入先）との活動充実

販売会社との活動充実

取り組み方針

●環境マネジメントシステムの適用範囲拡大と充実…

…自社国内全拠点（機能）でISO14001認証取得

●ISO14001 認証取得の拡大

●グリーン調達・購入の推進

●販売会社における環境マネジメントシステム

構築の推進

ボランタリープランの目標レベル

●自社の国内全拠点（機能）でISO14001認証取得

［2005年度末］

●国内関連会社生産環境小委員会各社（23社）で

ISO14001認証取得（1社1事業所）［2001年度末］

●海外主要生産拠点（5ヶ所）でのISO14001認証取得

［2003年度末］

●部品のグリーン調達を展開［2001年度より］

●事務用品・機器のグリーン調達を展開［2001年度より］

●販売会社環境ガイドライン発行［2001年度初］

項　目

地球温暖化防止対策の推進

環境負荷物質の管理・低減

廃棄物低減と省資源

水資源の節約

物流合理化の推進

取り組み方針

●CO2低減対策の積極的な推進

●PRTR対象物質の低減

●ゼロエミッションを目指した廃棄物低減、省資

源化活動の推進

●水使用量の低減

●梱包・包装資材使用量の低減に向けた物流

合理化の積極的推進

ボランタリープランの目標レベル

●2005年度末までに売上高あたりCO2排出量を2000年

度比5％減（2010年度末までにCO2排出量1990年度

比10％減）［2005年度末］

●PRTR 対象物質を1998年度比30％削減［2005年度末］

●VOC 排出量をボディライン平均55g/m2［2002年度末］

●直接埋立廃棄物ゼロを全工場で達成［2001年度末］

●焼却廃棄物を1990 年度比1/3 以下［2005年度末］

●台あたり原単位2000年度比10％削減［2005年度末］

●梱包・包装資材総使用量を2000年度比20％削減

［2005年度末］

開発分野

生産分野　物流分野
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2004年度目標

ー

●新長期排出ガス規制対応技術の確立

●新長期排出ガス規制適合ハイブリッドバスの開発

●CNG車の車種拡大

●リサイクル性の評価の推進

●環境負荷物質の管理・フォローの推進

●EU指令4物質の現状把握と削減推進

●1996年度比1/4以下達成へ向けた設計に盛り込む

●市場環境を考慮した低騒音化

●冷媒使用量の低減1995年度比20％以上削減（原単位）

2004年度結果

●大型～小型車全車四ツ星認定を取得完了

●中型トラックを先行して発売

●大型路線ハイブリッドバス発売

●中型バスにCNG車を設定

●ボディ主要部品についてチェックシート作成

●環境負荷物質部会を発足し、削減活動推進

●次期排出ガス規制対応技術と併せて低騒音化推進

●全車種にて目標達成
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2004年度目標

●2002年度全事業所でISO14001認証取得済み

●2003年度内全社認証取得

●各生産拠点の操業に応じた認証取得計画支援

●調達ガイドライン発行

●事務用品・機器のグリーン購入継続推進

●ガイドライン発行

2004年度結果

●2004年度中に全社認証取得済み

●2004年度の海外生産拠点における認証取得状況：3社（インドネシ

ア・タイ・パキスタン）

●新規設立会社については、認証取得を要請中（北米）

●2002 年9月国内全仕入先に「環境に関する調達ガイドライン」発行済み

●グリーン購入率100％を継続

●35社153拠点でガイドライン全項目達成

2004年度目標

●2000年度比4％削減

●1998年度比30％削減（800トン以下）

●ボディライン平均55g/m2

●埋立廃棄物ゼロ継続推進

●1990年度比61％削減（3,240トン以下）

●2000年度比8％削減

●2000年度比16％削減

2004年度結果

●2000年度比17％低減

●1998年度比34％低減

●ボディライン平均50g/m2

●埋立廃棄物ゼロを維持

●1990年度比70％低減

●2000年度比30％低減

●2000年度比16％低減
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環境への取り組み経緯

1990

1991

1992

1993

1994

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

1990.12 ■日野工場コージェネ導入

1991.7 □財団法人日野自動車グリーン

ファンド設立

1992.4 ■羽村クリーンセンター導入

1992.5 ■鋳造の離型剤に使用していた

特定フロン（フロン113 ）使用全廃

1993.3 □「日野地球環境憲章」策定

□「日野地球環境行動計画」策定

□日野環境委員会設置

■生産環境委員会設置

1994.6 ■部品洗浄用に使用していた

トリクロロエタンの使用全廃

1994.12 ■羽村工場コージェネ2号機導入

1996.3 □「日野地球環境活動計画」

第1回改定

1997.3 ■新田工場鋳物砂再生装置導入

1998.11 ■ダイオキシン対策として

小型焼却炉を廃止

1999.3 ○羽村工場ISO14001認証取得

2000.3 ○新田工場ISO14001認証取得

2000.9 □環境報告書発行

2001.2 □「日野地球環境憲章」第1回改定

□「日野自動車環境VP」策定

2001.3 ■ 3工場ゼロエミッション達成

○本社・日野工場ISO14001

認証取得

2002.1 ○青梅部品センター・

日高配車センター

ISO14001 認証同時取得

□リサイクル委員会設置

□販社環境委員会設置

2002.7 □「販売会社環境ガイドライン」発行

2002.9 □「環境に関する調達ガイドライン」

発行

2003.4 ○田町事務所ISO14001認証取得

2004.8 ■日野工場フレーム脱臭装置導入

2004.9 ■新田工場コージェネ導入

2005.4 ■新田工場排水処理設備増強

1991.4 ディーゼルエンジンー電気

ハイブリッド車（HIMR）発売

1993.3 環境技術委員会設置

1993.5 リサイクル法に基づく事前評価実施

要領発行

カーエアコン用特定フロンを代替フロ

ンに変更完了

1995.2 コモンレール式燃料噴射システム搭

載車発売

1998.2 使用済み自動車リサイクル・イニシア

ティブ「自主行動計画」発表

2000.2 パルスEGRシステム搭載車発売

2001.12国内初5気筒ターボインター

クーラーエンジン搭載車発売

2002.2 新型ハイブリッド自動車（バス）

「新型HIMR路線バス」

省エネ大賞資源エネルギー庁長

官賞受賞

2003.8 超低PM認定「四ツ星」

小型トラック発売

2003.10超低PM認定「四ツ星」

中型・大型トラック発売

2004.4 新開発中型ハイブリッドトラック発売

2004.8 超低PM認定「四ツ星」小型バス発売

2005.1 新開発ノンステップ大型路線バス発売

2005.5 新長期（平成17年）排出ガス規制適合

中型トラック発売

◆1992リオデジャネイロ・地球サミット

◇1992 中期ブレーキ規制設定

◇1993 環境基本法制定

◇1993 自動車NOx削減法施行

◇1994 平成6年排出ガス規制

◆1997 京都でCOP3開催

◇1999 平成11年排出ガス規制

◇2001 平成13年騒音規制

◇2002 自動車NOx・PM法施行

◆2002ヨハネスブルグ・地球サミット

◇2003 平成15年排出ガス規制

◇2004 平成16年排出ガス規制

◇2005 自動車リサイクル法施行

◇2005 京都議定書発効

◇2005 平成17年排出ガス規制

注釈
○ ISO □マネジメント　■生産

注釈
◇国内　◆海外

年 マネジメント・生産 製　品 社会の動き
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